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I. エグゼクティブサマリー 
本報告書は、京セラ株式会社（以下、京セラ）の知的財産部門における生成 AI の活用

状況、グローバル展開、および今後の導入・活用拡大に関する予測を分析するものであ

る。京セラは、知的財産（IP）戦略を事業戦略と不可分なものと捉え、「知財経営」の

実現を目指しており、これは高度な分析・情報収集ツールとしての生成 AI 導入の強い

動機となり得る。同社は「京セラグループ AI 倫理原則」を策定し、IP 保護を明記する

など、AI の責任ある利用を重視している。 

2019 年頃から、特許情報配信（SDI）への類似順ソート AI の適用や、日本 IBM との特

許読解支援システムの共同開発など、IP 業務への AI 活用実績がある。これらの初期の

取り組みは、より高度な生成 AI 技術導入への基盤となる。 

現状、京セラの IP 部門における生成 AI の具体的な広範な活用事例は公表情報からは

限定的である。しかし、特許出願・権利化支援、先行技術調査、特許クリアランス、契

約書レビュー、発明発掘、IP ランドスケープ、知財戦略策定といった多岐にわたる IP
業務において、生成 AI が効率化と高度化をもたらす潜在性は極めて大きい。特に、同

社が重視する先行技術調査や IP ランドスケープ、グローバルな特許情報管理におい

て、生成 AI の高度な自然言語処理能力や多言語対応能力は大きな価値を提供する。 

今後の展望として、大規模言語モデル（LLM）の進化、マルチモーダル AI、説明可能

な AI（XAI）といった技術動向が、京セラの IP 業務における生成 AI の導入・活用を加

速させると予測される。これに伴い、IP 専門職には AI リテラシーやプロンプトエンジ

ニアリングといった新たなスキルセットが求められ、業務プロセスや組織体制にも変革

が予想される。京セラの既存の全社的な DX 推進の取り組みや人材育成プログラムは、

これらの変化への適応を支援するだろう。 

本報告書は、京セラが生成 AI を IP 戦略に効果的に組み込み、競争優位性をさらに強

化するための戦略的洞察を提供することを目的とする。 

II. 京セラの AI および知的財産に対する戦略的アプローチ 
京セラは、知的財産（IP）を単なる法的権利の保護に留めず、事業戦略と緊密に統合さ

れた経営資源として捉えている。この基本的な考え方は、同社における AI、特に生成



AI の活用方針にも大きな影響を与えている。 

A. 京セラの IP 基本哲学と事業戦略との統合 

京セラは、「IP 戦略を事業戦略に組み込むこと」を基本的な事業運営の一環として重

視しており、事業計画の初期段階から IP ランドスケープ（IP 要因と他の事業、科学技

術トレンドを組み合わせた分析）を提供・評価し、各事業セグメントを強化している 
1。この戦略的視点は進化を遂げており、IP 部門は現在、研究開発や事業戦略の最も初

期の段階から関与し、「知財経営」の実現を目指している 2。このアプローチは、IP 部

門が単なる後方支援ではなく、事業の方向性を定める上での能動的な役割を担うことを

意味する。 

同社は、優れた IP と無形資産がより高い利益と市場シェアの鍵を握ると考えており、

得られた利益を再投資して技術を継続的に改善し、IP をさらに強化するという好循環

を重視している 1。この哲学は、IP 戦略推進部と事業部門間のコミュニケーションツー

ルとして機能する IP ランドスケープの取り組みにも明確に表れている 2。 

京セラの IP 戦略における転換点の一つとして、20 18 年の「光スイッチ」開発が挙げ

られる 4。この事例では、IP 部門主導の市場調査が競合他社の動向を明らかにし、その

結果に基づいて京セラも開発を進め、年間数億円の受注に繋げた。このような成功体験

は、市場調査も行う IP 部門への信頼を醸成し、その戦略的役割を社内に浸透させる上

で重要な意味を持った。 

京セラの IP 哲学が、従来の受動的な権利保護から事業を能動的に牽引する戦略的ドラ

イバーへと成熟してきたことは、高度な分析能力や情報収集能力を持つツールへの強い

内部的需要を生み出している。事業戦略に深く関与し 1、能動的な市場インテリジェン

スを担う部門 4 は、膨大なデータを処理し、トレンドを特定し、複雑な意思決定を支援

するツールを必然的に求めることになる。生成 AI が持つテキスト分析、パターン認

識、さらには予測分析といった能力は、これらの高度な戦略的 IP 機能と完全に合致す

る。「知財経営」への移行は、従来の特許データベースを超えるツールの必要性を示唆

している。さらに、光スイッチの事例で示されたような IP インテリジェンスからの実

証可能な ROI は、これらのインテリジェンス能力をさらに強化できる生成 AI のような

新しい技術への投資を正当化し、そのようなツールに対する社内の潜在的な懐疑論を克

服するのに役立つと考えられる。 

B. 「京セラグループ AI 倫理原則」と IP マネジメントへの示唆 

京セラは、AI の責任ある利用を推進するため、「京セラグループ AI 倫理原則」を策定

している 5。これらの原則は、「人間として何が正しいか」を判断基準とする京セラフ



ィロソフィに根差している 6。 

その中核となる原則の一つが、「プライバシー及び知的財産権を尊重し、適切に保護し

ます」というものであり、適用される法令に基づきこれらを行うと明記されている 5。

これは、AI の出力結果が第三者の IP を侵害しないことを保証する取り組みを含む。そ

の他の原則には、社会への貢献、AI の安全性と堅牢性の確保、差別なき公平性の実

践、説明責任と透明性の確保、進化する国際的な法規制への適応などが含まれる 5。 

これらの原則の実践を監督し、従業員の教育を強化し、AI リテラシーを向上させるた

めに、AI 倫理委員会が新設された 5。 

京セラが AI 倫理フレームワーク内に IP 保護を明確に含めていることは、特にトレー

ニングデータや生成物の権利帰属といった既知の IP リスクを有する生成 AI の導入に

対する、積極的かつ慎重なアプローチを示している 6。この倫理的なガードレールは、

IP 部門における生成 AI の導入方法に大きな影響を与えるだろう。生成 AI は、著作権

や特許を侵害するコンテンツを生成するリスクが知られているため 7、京セラのような

強力な IP 倫理を持つ企業は、透明性、データソースの追跡可能性、および侵害リスク

を軽減するメカニズムを提供する生成 AI ソリューションを優先する可能性が高い。こ

れは、機密性の高い IP 業務において、一般に利用可能なモデルよりも、エンタープラ

イズグレードで監査可能な生成 AI ツールを選択する方向へと導くかもしれない。ま

た、AI 倫理委員会と AI リテラシー向上への注力は、場当たり的な利用ではなく、IP
ワークフローへのより構造的で思慮深い生成 AI の統合を促進するはずである。中央委

員会と教育プログラムの存在は、AI リスクを管理しベストプラクティスを推進するた

めのトップダウンアプローチを示しており、IP 部門における生成 AI の利用が企業ポリ

シーと法的要件に沿ったものとなり、誤用を減らすのに役立つ。 

C. 歴史的背景：京セラの IP 部門における初期の AI 導入 

京セラは、全社的な AI 利用推進の一環として、20 19 年頃から IP 分野における AI 活
用に積極的に取り組み始め、研究効率の向上、他社権利侵害リスクの低減、および戦略

的な IP 業務の強化を目指してきた 10。 

具体的な取り組みとしては、以下のものが挙げられる。 

● 国内 SDI（自社に関連する特許公報を定期的に配信する仕組み）への類似順ソート

AI の適用 10。 
● 日本アイ・ビー・エム株式会社（日本 IBM）との共同開発による、AI を用いた特

許読解支援システムの運用開始 10。 
● 20 20 年には、この特許読解支援システムを外国語特許対応システムへと進化さ



せ、より効率的な調査業務の確立を目指す計画があった 10。 

同社はまた、新たな知的財産価値創出に向けた AI の活用についても検討を続けている

と述べていた 10。 

京セラが生成 AI 登場以前から進めてきた SDI ソート AI や日本 IBM との特許読解支援

システムといった取り組みは、IP 分野における AI 活用の基礎的な経験を同社にもたら

した。この経験は、より高度な生成 AI ツールを導入する上での技術的・文化的な土台

となる。AI を IP 業務に活用するための投資を既に行っているということは、IP 部門

がおそらく何らかのデータインフラ、AI に触れたことのある人材、そして AI ツールの

潜在的な利点と課題についての理解を有していることを意味する。これは、生成 AI を
導入する際の初期障壁を低減する。特に、特許読解支援システムを外国語対応へと進化

させる計画があったことは 10、グローバルな IP データを扱う上での AI の有用性を早期

に認識していたことを示しており、このニーズは多国籍企業である京セラにとって依然

として重要である。この点は、優れた多言語対応能力を持つ生成 AI の採用を推進する

強力な要因となるだろう。グローバルな特許ポートフォリオは多数の言語の文献を伴う

ため、従来の翻訳はコストと時間がかかる。AI、特に生成 AI は、外国特許の理解と分

析において大幅な効率化をもたらし、これはグローバルな先行技術調査、FTO 分析、

競合情報収集に不可欠である。20 20 年の計画は、これが既に優先事項であったことを

示唆している。 

III. 京セラの IP 業務における現在の生成 AI 活用状況 
京セラが公表している情報からは、IP 部門が特定の業務において生成 AI を広範に導入

しているという直接的かつ具体的な証拠は限定的である。同社の AI に関する公表情報

の多くは、製品への AI 搭載（例：SHELF EYE 11、自動車用夜間視認システム 13）、AI
プロセッサ IP のライセンス供与 14、一般的な AI 倫理 5、あるいは過去の AI システム 10  
に関連するものである。京セラドキュメントソリューションズは生成 AI の一般的なビ

ジネス活用に関する情報を提供しているが 16、これは同社の IP 部門に特化したもので

はない。京セラ本体は、効率化とイノベーションのために AI および生成 AI を積極的

に導入しており、それに伴うリスクも認識している旨を表明している 17。したがって、

本セクションでは、確認されている AI の利用状況を分析し、京セラの戦略的ニーズと

業界の技術動向に基づいて、生成 AI の潜在的な応用可能性を考察する。 

A. 特許出願・権利化 

京セラの IP 部門が特許出願書類の作成や権利化プロセスにおいて生成 AI を活用して

いるという具体的な証拠は、現時点では確認されていない。同社は、徹底した先行調査



に基づき「強い知的財産権」を取得することを重視している 17。 

業界の動向としては、最初の特許請求の範囲や明細書の草案作成に生成 AI を探求する

動きが見られる 20。これにより、京セラの発明者や特許技術者が初期段階の草案を生成

する際に支援を受け、プロセスを迅速化できる可能性がある。 

しかしながら、京セラの IP に関する倫理的スタンス 6 や、AI によって生成された発明

やその著作者性に関する現在の法的な不確実性 7 を考慮すると、人間による十分な監督

なしに最終的な特許出願書類作成に生成 AI を直接使用することは短期的には考えにく

い。むしろ、発明者や弁理士が請求項を考案したり、明細書の構成を練ったりする際の

「アシスタント」としての利用が現実的であろう。これは、特許法における人間の発明

者性の要件が根幹であり、IP を尊重する京セラの AI 倫理は、独創性と適切な権利帰属

を確保するために生成 AI の出力の慎重な取り扱いを必要とするためである。生成 AI
をアシスタントとして位置づけるツールも登場している 27。焦点は、人間の能力を置き

換えるのではなく、それを拡張する生成 AI の活用に置かれ、「人間の著作者性」の要

件 24 を確実に満たすことになるだろう。 

B. 先行技術調査 

京セラは、20 19 年から日本 IBM と共同で AI を活用した特許読解支援システムを運用

し、SDI においても類似性に基づくソートに AI を適用するなど、先行技術調査の基盤

となる技術に AI を活用してきた実績がある 10。また、同社は「先行調査を十分に実

施」することを明言しており、この業務の重要性を認識している 17。 

業界では、生成 AI の高度な意味理解能力を活用して、より洗練された先行技術調査を

行う動きが急速に進んでいる 22。これは、京セラの既存の調査能力を大幅に向上させる

可能性がある。 

京セラが徹底した先行技術調査を実践し 17、既に AI 基盤を有していること 10  を踏まえ

ると、この分野は生成 AI 導入または既存システム強化の可能性が非常に高いと言え

る。生成 AI は、キーワードや分類コードに基づく従来の検索を超えて、発明の概念そ

のものを理解することができる。生成 AI の自然言語処理（NLP）能力と文脈分析能力 
31 は、従来の手法では見逃される可能性のあった関連先行技術を発見し、より強力な特

許出願と堅牢な FTO 分析に繋がり、京セラの目標と合致する。さらに、かつて計画さ

れていた IBM 特許読解システムの外国語対応への進化 10  は、生成 AI の優れた多言語

能力によって加速されるか、あるいは置き換えられる可能性があり、グローバルな先行

技術調査の効率を一層高めるだろう。生成 AI モデルは多言語対応が進んでおり、初期

の先行技術スクリーニングにおける手動翻訳や個別の翻訳ツールの必要性を低減する。 



C. 特許クリアランス（Freedom to Operate -  FTO） 

京セラは、新製品や新技術を市場に投入する前に、第三者の知的財産権を調査し、リス

クを低減する取り組みを明示的に行っている 17。この業務における生成 AI の具体的な

活用については言及されていない。 

業界では、特許請求の範囲を分析し、製品特徴と比較して侵害リスクを評価するための

生成 AI ツールが登場しつつある 7。 

京セラの企業文化におけるリスク回避の傾向と、明言されている FTO の実践 17 を考慮

すると、特許クリアランスは極めて重要な機能である。生成 AI はこの分野で潜在的な

効率化をもたらすものの、FTO 分析の重要性を鑑みれば、その導入には生成 AI ツール

の精度と信頼性に関する厳格な検証が不可欠となるだろう。不正確な FTO 分析は高額

な訴訟に繋がる可能性があるため、京セラは生成 AI ツールが十分に正確であり、その

出力が検証可能であることを確信する必要がある。一部の生成 AI の「ブラックボック

ス」的な性質は懸念材料となり得る。同社の AI 倫理 6 は慎重な吟味を要求するだろ

う。当面は、生成 AI を問題となる可能性のある特許を特定するための初期スクリーニ

ングツールとして使用し、その後、人間の専門家が詳細なレビューを行うという形が考

えられる。 

D. 特許情報配信（SDI） 

京セラは、2019 年から国内 SDI システムにおいて、類似性に基づくソートに AI を適

用していることが確認されている 10。 

生成 AI は、配信される新規特許の要約を提供したり、配信情報内の主要トレンドを特

定したり、あるいは戦略的関心に基づいてよりニュアンスのある関連性スコアリングを

行うことで、SDI を強化することができる。これは京セラにとって既存の AI 応用分野

であり、現在の SDI AIを生成 AI の高度な NLP でアップグレードまたは補強し、特許

アラートのより深い理解と要約を可能にすることで、R&D チームや IP チームにとって

情報をより迅速に活用できるようにすることは自然な流れと言える。単なるソート済み

リストではなく、生成 AI が簡潔な要約を提供したり、関心のある特定の請求項や特徴

を強調したりすることで、IP 専門家のレビュー時間を大幅に節約できる可能性があ

る。パナソニックが SDI 分類に AI を活用している事例も参考になる 32。 

E. 契約書レビュー 

京セラの法務部門（知財部門を含む）は契約書のレビュー業務を担当している 33。京セ

ラドキュメントソリューションズは、会話要約のための生成 AI 搭載「Cotopat 
Screen」を提供しており 34、京セラグループ全体ではグローバルコミュニケーション



のために NTT の AI 翻訳サービス「COTOHA」を利用しており、これには契約関連文

書も含まれ得る 35。しかし、IP 部門が特に法務契約書のレビューおよび分析に生成 AI
を使用しているという直接的な証拠はない。 

法務テック業界では、契約書のレビュー、リスク特定、条項比較などのための様々な生

成 AI ツールが提供されている 36。 

グローバル企業における契約書（秘密保持契約、ライセンス契約、共同開発契約など）

の量を考えると、生成 AI は京セラの法務・知財チームにとって大幅な効率化の機会を

提供する。AI 翻訳サービスの利用 35 は、文書関連業務への AI 導入に対する前向きな姿

勢を示している。生成 AI は、契約書を迅速にスキャンして標準外の条項、潜在的リス

ク、テンプレートとの不一致などを特定し、法務専門家がより複雑な交渉や戦略的助言

に集中できるようにする。これは、AI による効率改善という京セラの一般的な目標と

一致する 17。主なハードルは、第三者の生成 AI ツールを使用する際の機密性の高い契

約情報の保護であり、これは京セラの情報漏洩に関するリスク管理方針 17 と整合させ

る必要がある。オンプレミス型またはプライベートクラウド型の生成 AI ソリューショ

ンが優先される可能性がある。 

F. 発明発掘・マイニング 

京セラの IP 部門が発明発掘のために生成 AI を使用しているという具体的な証拠はな

い。ただし、京セラは製品向けの AI 関連発明に繋がる研究開発を行っており（例：訓

練データ生成用 AI を含む自動車用夜間視認システム向け AI 13、書棚監視用 AI 11）、こ

れは社内に AI 技術と発想が存在することを示唆する。 

生成 AI は、膨大なデータセット（特許、科学論文、市場トレンド）を分析してホワイ

トスペースを特定したり、新規の技術的組み合わせを提案したり、さらにはブレインス

トーミングセッションを支援したりすることができる 4。 

京セラの多様な技術ポートフォリオとイノベーションへの注力 2 は、発明発掘を生成 AI
にとって有望な分野としている。IP 部門での活用は明言されていないものの、同社の

R&D における広範な AI への取り組み 13 は、アイデア創出のための生成 AI 利用へと拡

大する可能性がある。生成 AI は、予期せぬ繋がりや見過ごされてきた先行技術を発明

者に提示することで「創造性の乗数」として機能し、イノベーションサイクルを加速さ

せる可能性がある。これは、「新たな IP 価値創出」という京セラの目標 10  とも合致す

る。「AI クロスマップによる大学知財の発掘」44 は、京セラ特有ではないが、IP 発見

のための AI 活用の一例として、この分野の可能性を示している。 

G. IP ランドスケープ 



京セラは IP ランドスケープを積極的に活用し、事業戦略と統合している 1。競合分析や

特許動向の把握には、Uzabase 社の Speeda のようなツールを利用している 3。 

生成 AI は、より動的な分析、特許データへの自然言語での問い合わせ、レポートの自

動生成、さらには技術的軌道や競合他社の戦略に関する予測的洞察を可能にすること

で、IP ランドスケープを強化することができる。 

IP ランドスケープを戦略的ツールとして既に重点的に活用している企業として 1、京セ

ラは、より深く、より迅速な洞察を得るために、高度な生成 AI 搭載ランドスケープツ

ールを導入する好位置につけている。従来の IP ランドスケープは労働集約的になるこ

とがあるが、生成 AI はデータ収集、統合、可視化を自動化し、IP アナリストが戦略的

解釈と事業部門とのコミュニケーションに集中できるようにする。これにより、京セラ

が目指す IP と事業の連携 2 がさらに強化されるだろう。Speeda 3 は強力なツールであ

るが、生成 AI は異なるパラダイムのインタラクションと分析（例えば、対話型の問い

合わせ、多様なデータタイプからの自動要約生成など）を提供する。 

H. IP 戦略策定・実行 

京セラの IP 戦略は、IP ランドスケープおよび事業統合と密接に関連している 1。同社

の AI 倫理原則 5 および生成 AI に関するリスク管理方針 17 は、戦略的文脈での AI 利用

を規定するだろう。 

生成 AI は、さまざまな IP 戦略シナリオをモデル化したり、競合他社の IP 動向の影響

を分析したり、複雑なデータセットに基づいて最適なライセンスパートナーを特定した

りするために使用される可能性がある。 

IP 戦略推進部が主導する京セラの戦略的 IP 機能 2 は、戦略的意思決定を支援するため

に高度な分析に生成 AI を活用する可能性があるが、これは直接的な証拠がない限り憶

測の域を出ない。しかし、大規模で非構造化されたデータセットを処理し、パターンを

見つけ出す生成 AI の能力は、新たな技術的脅威や機会を特定したり、新しい市場にお

ける異なる戦略的 IP 態勢（例：攻撃的特許取得対防御的特許取得）の潜在的成功を評

価したりするのに役立つ可能性がある。これは、同社の現在の IP インテリジェンス活

動の延長線上にあると言える。 

表 1：京セラの IP 業務における現在および潜在的な AI/生成 AI の活用 

 

IP 機能 機能内の具体的 京セラの文書化 生成 AI の潜在 京セラにとって



業務 された AI/生成

AI 活用（システ

ム名、言及年、

主要機能、典拠

ID） 

的活用可能性

（業界の能力に

基づく活用方法

の説明） 

の主要な考慮事

項（倫理との整

合性、リスク軽

減、データセキ

ュリティ等） 

特許出願・権利

化 
初期クレーム・

明細書ドラフト

作成、中間処理

応答支援 

具体的な生成 AI
活用の証拠な

し。徹底した先

行調査による

「強い権利」取

得を重視 17。 

発明者・弁理士

による初期草案

作成支援、応答

案作成支援 21。 

AI 生成発明の法

的地位、人間に

よる監督の必要

性、倫理原則 6 
との整合性。 

先行技術調査 関連文献の発

見、新規性・進

歩性の評価 

AI 特許読解支援

システム（IBM
と共同開発、

2019 年～、外

国語対応計画あ

り 10）、SDI 類

似ソート AI 10。 

意味理解に基づ

く高度な検索、

発明コンセプト

の把握、多言語

文献の効率的ス

クリーニング 
29。 

検索精度と網羅

性の検証、機密

情報の取り扱

い、既存システ

ムとの連携。 

特許クリアラン

ス（FTO） 
製品・技術の他

社特許侵害リス

ク評価 

第三者 IP 権調査

の実施を明言 
17。生成 AI の具

体的活用は不

明。 

クレーム解釈支

援、製品特徴と

の比較による初

期リスク評価 
7。 

分析結果の信頼

性、誤判断のリ

スク、人間によ

る最終判断の不

可欠性。 

SDI（特許情報配

信） 
関連特許公報の

定期的モニタリ

ングと配信 

国内 SDI への類

似順ソート AI 適
用（2019 年～ 
10）。 

新規特許の自動

要約、トレンド

分析、戦略的関

心に基づく高度

な関連性スコア

リング。 

要約の質、誤情

報のリスク、既

存 AI システムと

の統合。 

契約書レビュー ライセンス契

約、NDA 等のリ

ーガルチェック 

法務部門が担当 
33。AI 翻訳サー

ビス

「COTOHA」全

リスク条項の自

動検出、標準テ

ンプレートとの

比較、修正案提

機密保持、社内

クラウド等セキ

ュアな環境の利

用、法的助言の



社導入（契約関

連文書も対象の

可能性）35。

Cotopat Screen
（会話要約）
34。 

示 36。 代替ではないこ

との認識。 

発明発掘・マイ

ニング 
新規技術シーズ

の探索、ホワイ

トスペース分析 

IP 部門での具体

的活用は不明。

R&D 部門では製

品開発に AI 活用

（訓練データ生

成 AI 等 13）。 

特許・論文・市

場情報等の広範

なデータ分析に

よる新規アイデ

ア創出支援 20。 

アイデアの独創

性、AI 倫理原則

（IP 尊重 6）、

社内 R&D デー

タとの連携。 

IP ランドスケー

プ 
技術動向・競合

分析、知財ポー

トフォリオ可視

化 

Speeda 等ツー

ル活用、事業戦

略と統合 1。 

動的レポート生

成、自然言語で

のデータ照会、

予測的洞察 22。 

分析の深さと正

確性、既存ツー

ルとの役割分

担、戦略的意思

決定への貢献

度。 

IP 戦略策定・実

行 
知財ポートフォ

リオ最適化、ラ

イセンス戦略、

M&A における

IP 評価 

IP ランドスケー

プと事業統合が

中心 1。AI 倫理

原則に基づく 
6。 

戦略シナリオの

モデル化、競合

IP 動向の影響分

析、最適な提携

候補の特定。 

高度な戦略判断

への AI 適用の限

界、人間による

最終決定、倫理

的配慮。 

IV. IP における AI のグローバルな展開と管理 
京セラはグローバルに事業を展開しており、その知的財産管理体制も国際的な視点から

構築されている。AI、特に生成 AI の活用が IP 業務に浸透する中で、そのグローバルな

展開と管理は重要な課題となる。 

A. 京セラのグローバル IP 管理フレームワーク 

京セラは、グループ全体の IP を積極的に活用し、世界中の IP リスクを管理するために

「グローバル 5 地域法務・知財体制」を構築している。これは、米州、欧州・中東・

アフリカ、日本・韓国、中国、アジア太平洋の 5 地域をカバーするものである 1。この

体制のもと、各地域の京セラグループ会社間で連携と情報共有が図られている。 



さらに、「知的財産マネジメントガイドライン」を制定し、主要拠点にリエゾンオフィ

サーを配置することで、IP の円滑な取得、維持、およびライセンス交渉を推進してい

る。これらのリエゾンオフィサーは、本社 IP 部門と緊密に連携し、IP の保護と活用を

一層強化する役割を担う 1。 

グループ会社である京セラドキュメントソリューションズは、自社製品と技術を保護す

るために、特許権、意匠権、商標権を全世界で積極的に取得し、模倣品対策として税関

での差止要請なども行っている 46。 

B. 主要地域における AI ツール展開と戦略の観測または推測 

京セラが IP 業務のために特定の生成 AI ツールをこれら 5 つの地域全体で統一的に展

開しているという具体的な証拠は、現時点の公表情報からは限定的である。しかし、既

存の取り組みやニーズから、その方向性を推測することは可能である。 

文書化されたグローバルな AI 活用： 
20 20 年に計画されていた日本 IBM と共同開発した AI ベースの特許読解支援システムは、外

国語特許対応システムへの進化が予定されており、これはグローバルな適用を意図していたこ

とを示している 10。また、京セラはグローバルなコミュニケーション強化と翻訳業務の負荷軽

減を目的として、NTT コミュニケーションズの AI 翻訳サービス「COTOHA Transla tor」を全

社的に導入しており、これは研究開発部門や法務部門にも恩恵をもたらしている 35。このサー

ビスは中国を含むグローバル拠点で利用されている。 
生成 AI に関する特記事項： 
IP 部門による特定の生成 AI ツールの地域横断的な展開に関する具体的な証拠は見当たらな

い。しかし、グループ企業レベルでは AI 技術の導入が進んでいる。京セラドキュメントソリュ

ーションズ株式会社（大阪に本社を置くグローバル企業）は、次世代オフィスオートメーショ

ンシステムオンチップ（SoC）設計に使用するため、Quadric 社の Chimeraệ汎用ニューラルプ

ロセッサ（GPNPU）の IP コアのライセンスを取得しており、これはグローバル製品ラインに

おける AI ハードウェア採用を示している 14。これは直接的な IP 業務での利用ではないが、AI
技術への投資とグローバルな展開意識の現れと言える。また、京セラヨーロッパは、独自の

「Image- Fusion AI Recognition Technology」と「訓練データ作成用生成 AI 機能」を用いた自

動車用夜間視認システムを開発しており 13、特定地域における R&D での生成 AI 活用事例とな

っている。 
これらの情報から、グローバルな IP 管理体制は整備されているものの 1、IP 業務に特

化した生成 AI ツールの地域横断的な展開は初期段階にあるか、あるいは詳細が公表さ

れていないと考えられる。既存の AI 翻訳サービス 35 や、かつての IBM 特許読解シス

テムの多言語対応計画 10  は、グローバル IP における AI 活用の必要性が認識されてい

ることを示唆しており、生成 AI はこのニーズに対して大きな貢献を果たす可能性があ

る。多様な法制度や言語が存在する中での IP 管理は大きな課題であり、生成 AI の高



度な翻訳、要約、クロスリンガル検索能力は、京セラのグローバル IP システムにとっ

て非常に有用である。「COTOHA」の利用実績 35 は、言語障壁を克服するための AI 導
入の前例となっている。 

京セラヨーロッパにおける訓練データ生成のための生成 AI 利用のような地域 R&D 活

動 13 は、地域間の知識共有が前提となるものの、グローバル IP フレームワーク内での

より広範な生成 AI 導入のためのパイロットプログラムや専門知識の源泉として機能す

る可能性がある。あるグローバル組織の一部門（たとえ R&D であっても）での生成 AI
の成功事例は、IP 部門のような他の部門や他の地域に対してその価値を実証し、教訓

を提供することができる。 

ただし、IP における生成 AI の採用と利用は、中国 8 や EU 51 など、AI と IP に関するさ

まざまな地域の法律や規制を乗り越える必要がある。国際法に適応するという京セラの

AI 倫理原則 6 は、ここで鍵となるだろう。 

V. 将来展望：京セラの IP 部門における生成 AI の拡大 
京セラの IP 部門における生成 AI の活用は、現在黎明期にあるものの、技術の急速な

進展と社内外のニーズの高まりを背景に、今後大幅に拡大することが予測される。 

A. 生成 AI 導入および活用強化が予測される分野 

現在のギャップと業界の勢いに基づけば、生成 AI は以下の分野で利用が増加する可能

性が高い。 

● 特許作成および権利化支援： 発明者や弁理士による初期草案作成、オフィスアク

ションへの応答案作成支援（業界ツール例：21）。 
● 高度な先行技術調査および FTO 分析： より深い意味論的検索、クレーム解釈支

援、予備的な侵害リスク評価（業界トレンド：23）。 
● IP ランドスケープおよび競合情報分析の自動化： 動的なランドスケープ報告書の

生成、新たなトレンドの特定、競合他社の IP 戦略のより詳細な分析（既存ツール

Speeda 3 の能力拡張、業界ツール例：22）。 
● 契約書レビューおよび管理： ライセンス契約や NDA のリスクおよびコンプライア

ンスの自動レビュー、条項抽出（業界事例：36）。 
● 発明マイニングおよびホワイトスペース分析： 技術文献や社内 R&D データからの

新規発明コンセプトの能動的特定（業界事例：20）。 

生成 AI の最も大きな初期インパクトは、京セラの慎重かつ倫理主導のアプローチと整

合する形で、完全自動の意思決定ではなく、既存プロセスの効率と分析深度を向上させ



ること（例：先行技術調査、SDI、初期契約レビュー）にあると考えられる。生成 AI
の現在の能力とリスク 7 を考慮すると、京セラのような企業にとっては、人間がループ

に関与するシステムに焦点を当てた段階的なアプローチがより現実的である。これによ

り、重要な IP 業務における生成 AI の出力を信頼し検証しながら、その価値を構築し

ていくことができる。 

B. 将来の導入を形作る主要な技術トレンド 

以下の技術トレンドが、京セラの IP 部門における生成 AI 導入の将来を大きく左右す

ると考えられる。 

● 高度な大規模言語モデル（LLM）： 精度の向上、ハルシネーション（もっともら

しい誤情報）の低減、文脈理解能力の向上により、LLM は特許作成、クレーム分

析、法的文書レビューにおいてより信頼性の高いツールとなるだろう 22。 
● マルチモーダル AI： テキスト、画像（例：特許図面、製品デザイン）、その他の

データタイプを同時に処理・分析する能力は、先行技術調査や FTO 分析に革命を

もたらし、より包括的な視点を提供する 31。特許には図面や図表に重要な情報が含

まれることが多く、テキストのみの AI では見逃される可能性があるが、マルチモ

ーダル AI はこのギャップを埋め、より包括的な分析に繋がる。 
● 説明可能な AI（XAI）： AI モデルの透明性が高まり、その意思決定プロセスが理

解可能になるにつれて、重要な IP 判断（例：特許性、侵害リスク）における AI 出
力への信頼が高まるだろう（一般的な AI トレンド、IP 関連では 8 が参考にな

る）。 
● IP 特化型/ファインチューニング LLM： 特許や法律のコーパスで特別に訓練され

た LLM は、汎用モデルと比較して IP 特有のタスクで優れた性能を発揮する可能

性が高い（契約書レビュー向け特化型 LLM のコンセプト 39）。 
● IP ワークフロー自動化のための AI エージェント： 検索の実行、結果の要約、予

備報告書の作成など、一連の IP タスクを実行できる AI エージェントの登場が期待

される（新たなトレンドとして 56）。 

より堅牢で説明可能、かつ専門化された生成 AI ツールの開発は、特に信頼性と倫理的

配慮を重視する京セラ 6 にとって、広範な導入の鍵となるだろう。同社は、明確な監査

証跡や出力根拠を示すことができるツールをより積極的に採用する傾向があると考えら

れる。法務および IP 分野における AI の「ブラックボックス」問題は大きな懸念事項

であり、XAI やファインチューニングされたモデルは、透明性とドメイン固有の精度を

提供することでこの問題に対処し、信頼性の高い AI を求める京セラのニーズと合致す

る。 



表 2：IP 向け生成 AI の主要技術トレンドと京セラへの潜在的影響 

 

技術トレンド トレンドと能力の説

明（典拠 ID） 
京セラの IP 部門への

潜在的応用/便益（特

定の IP 機能との関

連） 

京セラにとっての主

要な課題/考慮事項

（精度、データセキ

ュリティ、倫理的整

合性、コスト等） 

特許作成向け高度

LLM 
高精度な文章生成、

クレーム構成支援、

ハルシネーションの

低減 22 

特許明細書・クレー

ムの初期草案作成、

オフィスアクション

応答案作成の効率

化。 

生成物の法的有効

性、発明者性の問

題、人間による徹底

的なレビューと修正

の必要性、倫理的利

用。 

統合分析向けマルチ

モーダル AI 
テキスト、図面、化

学構造式等の多様な

データ形式を統合的

に解析 31 

図面を含む先行技術

調査の精度向上、製

品分解図と特許クレ

ームの照合による

FTO 分析支援。 

複雑なデータ統合の

技術的課題、図面解

釈の精度、学習デー

タセットの質と量。 

IP 意思決定支援にお

ける説明可能な AI 
(XAI) 

AI の判断根拠やプロ

セスを提示し透明性

を向上 8 

特許性評価や侵害リ

スク判断における AI
出力の信頼性向上、

意思決定プロセスの

監査可能性。 

XAI 技術の成熟度、説

明の分かりやすさ、

複雑な法的判断への

適用の限界。 

IP 特化型 LLM 特許・法律文書に特

化してファインチュ

ーニングされた LLM 
39 

特許用語の正確な理

解、クレーム解釈の

精度向上、IP 関連文

書の高品質な生成・

分析。 

高品質な学習データ

の確保、特定技術分

野への適応性、開

発・導入コスト。 

IP ワークフロー向け

AI エージェント 
複数の IP タスク（調

査、要約、報告書作

成等）を自律的に連

携実行 56 

定型的な IP 業務プロ

セスの大幅な自動

化、IP 専門家の戦略

業務への集中。 

エージェントの自律

性と制御のバラン

ス、エラー発生時の

責任問題、既存シス



テムとの連携。 

C. 予想される組織的インパクト 

生成 AI の導入拡大は、京セラの IP 部門の組織にも多大な影響を及ぼすと考えられ

る。 

● 進化するスキル要件と人材育成： 
IP 専門家には、AI リテラシー、プロンプトエンジニアリングスキル 21、データ分

析能力、そして AI の出力を批判的に評価する能力が求められるようになる。京セ

ラは既に全従業員向けの IT/AI 基礎教育 62 や、IP 権を含む新人営業研修 62 を実

施しているが、これらを IP と生成 AI に特化した形で強化・専門化する必要があ

る。京セラにおける DX 推進の取り組み（Kintone のようなツールのための OJ T
や社内勉強会 63）や、より広範な DX 人材育成 64 は、IP スタッフのアップスキ

リングのための文化的・構造的基盤を提供する。しかし、IP における生成 AI の特

有の要件（法的ニュアンス、技術的深さ、倫理的判断）は、一般的な AI リテラシ

ーを超えるターゲットを絞ったトレーニングを必要とするだろう。一般的な AI ス
キルは有用であるが、IP 業務は法的概念と技術的詳細の深い理解を必要とする。

トレーニングは、生成 AI の能力と、特許法、契約法、IP 戦略の特定の要求とを橋

渡しする必要がある。日本知的財産協会（J IPA）も、カスタマイズされた IP トレ

ーニングの重要性を強調している 66。 
● IP ワークフローとプロセスの変革： 

定型業務（例：初期の先行技術スクリーニング、文書要約、期限管理リマインダ

ー）の自動化により、IP 専門家はより戦略的な業務に時間を割けるようになる 
56。IP 分析や権利化サイクルの迅速化が期待される。AI ツールを統合し、検証と

監督のステップを含む新しいワークフローが必要となる。 
● 潜在的な再編または役割の再定義： 

「IP AI スペシャリスト」や「IP データアナリスト」といった新しい役割が出現す

る可能性がある。既存の役割においては、手作業によるデータ処理から戦略的解釈

や AI ツール管理へと焦点が移行するだろう。 
● 組織文化への影響： 

京セラの一部の部門で見られる「現場主導」の DX 文化 63 は、IP 部門にとっては

諸刃の剣となり得る。迅速な導入を促進する一方で、IP データの機密性や生成 AI
誤用のリスクを考慮すると、IP 部門内では AI 倫理原則 6 に導かれた、より強力な

中央集権的なガバナンスと標準化された慣行が必要となる。管理されていない生成

AI の利用が、機密性の高い発明の開示や法的データと共に使用された場合、IP 漏

洩や不正確な出力に繋がる可能性がある。IP 部門は、例えば一般的なワークフロ



ー自動化のために Kintone を使用する部門よりも、生成 AI 導入のためにより管理

された環境が必要となるだろう。 

表 3：京セラの IP 部門における生成 AI 導入の潜在的な組織的インパクト 

 

影響領域 潜在的インパクトの説明 京セラへの推奨される能動的

措置 

スキル要件と人材開発 プロンプトエンジニアリン

グ、AI 出力の批判的評価、デ

ータ分析スキルが必須に。 

IP 特化型生成 AI 研修プログラ

ムの開発（既存の AI/IT 研修 62 
を拡張）、継続的な学習文化

の醸成。 

ワークフロー効率と再設計 定型業務の自動化（先行技術

調査の初期段階等）、分析・

権利化サイクルの高速化。 

パイロットプロジェクトによ

る新ワークフローの試験導

入、AI ツールの検証・監督プ

ロセスの確立。 

役割定義と専門化 「IP AI アナリスト」等の新職

種登場の可能性、既存職務の

戦略的業務へのシフト。 

将来的な役割変化を見据えた

キャリアパスの検討、専門人

材の採用・育成。 

研修ニーズとカリキュラム 生成 AI の法的・倫理的側面、

IP 特有の応用方法に関する研

修の必要性。 

弁理士会や J IPA 等の外部機関

の研修プログラム 68 も参考

に、社内研修内容を充実。 

倫理的ガバナンスと監督 AI 倫理原則 6 の IP 業務への具

体的適用、アウトプットの責

任体制明確化。 

IP 部門向けの生成 AI 利用ガイ

ドライン策定（データ機密

性、情報入力、出力検証

等）。AI 倫理委員会の関与強

化。 

グローバル IP チーム連携 地域拠点での AI ツール利用標

準化、多言語環境での AI 活用

ノウハウ共有。 

グローバル 5 地域法務・知財

体制 1 内での生成 AI ベストプ

ラクティスの共有、多言語対

応ツールの評価・導入。 



VI. 京セラへの戦略的提言 
京セラが知的財産部門において生成 AI の可能性を最大限に引き出し、競争優位性を維

持・強化するためには、以下の戦略的措置を講じることが推奨される。 

A. 段階的導入とパイロットプログラムの実施 

生成 AI の導入は、まず重要度が比較的低い、あるいは業務量の多い IP タスク（例：

内部共有用の文書分類、特許要約、先行技術の一次スクリーニングなど）におけるパイ

ロットプロジェクトから開始すべきである。これにより、本格展開前にツールの能力を

評価し、運用ノウハウを蓄積することができる。この段階的なアプローチは、IP のよ

うな機密性の高い分野における、未検証の生成 AI を大規模に展開するリスクを低減す

る。このような反復的な手法は、慎重で品質を重視する企業文化と整合し、IP 部門が

特定のニーズに最も効果的な生成 AI ツールとワークフローを特定しつつ、潜在的なマ

イナス面を管理することを可能にする。 

B. IP 特化型生成 AI 利用ガイドラインとガバナンスの策定 

既存の「京セラグループ AI 倫理原則」6 および一般的な生成 AI リスク認識 17 を基盤と

しつつ、IP 部門に特化した詳細な利用ガイドラインを作成することが不可欠である。

これには、データの機密性（特に未公開発明に関するもの）、生成 AI ツールへの機密

情報の入力、AI 生成コンテンツの検証、AI 支援作業の IP 所有権、そして進化する法

的基準への準拠といった項目を含めるべきである 7。一般的な企業 AI ガイドラインで

は、IP 特有の課題に対応するには不十分な場合がある。IP 業務は非常に機密性の高い

データ（企業秘密、発明開示）と法的複雑性（特許性、侵害）を伴うため、データ取り

扱い、ツール選択（オンプレミスや検証済みエンタープライズソリューションの優先な

ど）、出力検証に関する具体的な規則が極めて重要となる。 

C. IP 専門職向けのターゲットを絞った人材開発への投資 

既存の AI/IT 研修 62 を補完し、IP 法務・実務における生成 AI 応用に焦点を当てたプロ

グラムを開発・導入する。これには、IP タスクのためのプロンプトエンジニアリン

グ、生成 AI 出力の批判的評価、生成 AI の限界の理解、IP における倫理的考察などが

含まれるべきである（業界ニーズ参照：21）。急速な生成 AI の進歩に対応するため、

継続的な学習文化を醸成することも重要である。生成 AI の価値は、人間の専門知識が

その利用を導き、検証する場合に最大化されるため、IP 専門職のスキルアップが鍵と

なる。IP 専門家は、生成 AI を単なるブラックボックスとしてではなく、高度なツール

として使いこなす能力を身につける必要がある。これには、効果的なプロンプトの作

成、確率論的な出力の解釈、AI を法的および技術的な IP コンテンツに適用する際のニ



ュアンスの理解といった新しいスキルが必要となる。 

D. 透明性と堅牢性を備えた生成 AI ツールの優先的採用 

生成 AI ツールを選定または開発する際には、京セラの AI 安全性・堅牢性原則 6 に沿っ

て、運用の透明性（説明可能性）が高く、データセキュリティと精度に関する堅牢なメ

カニズムを持つものを優先すべきである。データ取り扱いと IP 保護に関して強力な保

証を提供できるベンダーとのパートナーシップも検討すべきである 7。京セラのような

企業にとって、AI ツールへの信頼は最優先事項である。重要な IP タスクに対して「ブ

ラックボックス」的な生成 AI ソリューションは、社内で抵抗に遭う可能性がある。IP
業務におけるエラー（例：先行技術の見落とし、不正確な FTO）の潜在的な法的およ

び財務的影響を考慮すると、出力が理解・検証可能なツールが必要となる。これは、よ

り責任ある信頼性の高い AI への広範な業界の動きとも一致する。 

E. 生成 AI に関する部門横断チームの設置 

IP 専門家、データサイエンティスト/AI 専門家、IT 担当者、法務コンプライアンス担

当者から成る部門横断的なチームを設立し、IP 部門内での生成 AI ツールの評価、導

入、ガバナンスを監督させる。これは AI リスク管理のベストプラクティスに沿ったも

のである 7。生成 AI の成功裡な統合には多様な専門知識が必要であり、IP 専門家はド

メインニーズを、AI 専門家は技術を、IT はインフラを、法務はコンプライアンスをそ

れぞれ理解しているため、効果的かつ責任ある展開のためには協力的なアプローチが不

可欠である。 

VII. 結論 
京セラは、知的財産（IP）戦略を事業の中核に据え、「知財経営」を推進する中で、生

成 AI という新たな技術潮流に直面している。同社は 20 19 年頃から SDI や特許読解支

援システムに AI を導入してきた実績があり、これは生成 AI 活用のための素地となっ

ている。また、「京セラグループ AI 倫理原則」において IP 保護を明記するなど、倫

理的な AI 利用へのコミットメントは明確である。 

現状、IP 部門における生成 AI の広範かつ具体的な活用事例は公表情報からは限定的で

あるが、特許出願から権利活用、戦略策定に至るまで、IP 業務の全般にわたり生成 AI
がもたらす効率化と高度化のポテンシャルは計り知れない。特に、京セラが重視する先

行技術調査、IP ランドスケープ、そしてグローバルな特許ポートフォリオ管理におい

て、生成 AI の持つ高度な自然言語処理能力、多言語対応、大規模データ分析能力は、

既存業務の質を飛躍的に向上させ、新たな洞察を生み出す可能性がある。 



今後の技術動向として、LLM のさらなる進化、マルチモーダル AI による図面情報等の

統合分析、説明可能な AI（XAI）による判断プロセスの透明化、IP 特化型 LLM の登場

などが予測され、これらは京セラの IP 部門における生成 AI 導入を後押しするだろ

う。一方で、これらの技術を効果的に活用するためには、IP 専門職のスキルセットの

変革（AI リテラシー、プロンプトエンジニアリング等）、業務プロセスの再設計、そ

して AI 倫理原則に基づいた厳格なガバナンス体制の構築が不可欠となる。京セラが全

社的に進める DX 推進や人材育成プログラムは、これらの組織的変革を支える重要な要

素となる。 

京セラが生成 AI の持つ変革力を最大限に引き出し、IP 分野における競争優位性を一層

強固なものとするためには、本報告書で提言したような段階的導入、IP 特化型ガイド

ラインの策定、戦略的人材育成、透明性の高いツールの優先的採用、そして部門横断的

な連携体制の構築が鍵となる。これらの取り組みを通じて、京セラは生成 AI を責任あ

る形で IP 戦略に統合し、持続的な成長とイノベーションを実現していくことが期待さ

れる。 
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